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各種の立地環境要因の影響を解析した。造林木の生存率は，2 齢級の造林地で 40% を下回る調査地がいく
つか見られたものの全体的には比較的高く，生存率 50% 以上の調査地が全調査地数の 87% を占めた。樹高





る解析結果を用いて造林木の生存率を散乱光透過率 DSF との関係で予測したところ，生存率は DSF が小さ
いほど低くなり，とくに DSF が約 35% より小さい領域では生存率に及ぼす針葉樹比率の影響が強く現れ，
針葉樹比率が高いほど DSF の低下にともなう生存率の低下が顕著になると予測された。同様に，造林木の
平均樹高を DSF との関係で予測したところ，平均樹高は DSF が大きいほど高く，上木の針葉樹比率が低い

















































地 27 か所 31 地点である（図 1）。一般財団法人前田一歩園
財団が管理する山林内の標高 370～700 m の比較的傾斜の



























　阿寒湖畔における 1981 年から 2010 年までの 30 年間の
年平均気温は 3.9℃，年降水量は 1,203 mm, 1986 年から 2010



































以下 DSF と記す）を求めた。全天写真は調査区内の 10 か
所で撮影し，その DSF 平均値を調査区の DSF とした。全






























　エゾマツ造林木の生存率は 2～100% であった（図 2）。












率が 20% を超える調査地は 3 地点であった（図 4）。虫害
の発生が比較的多かった調査地点は，いずれも造林木の生












布を図 5 に示した。標高は 370～700 m の範囲にあり，400










が 65.4% で 10％台の調査地が多かった。
⑶　エゾマツ造林木の生存と成長に及ぼす立地環境要因
の影響






















































木の針葉樹比率が低いほど高くなった。DSF が 35% の時
の平均樹高の予測値は，針葉樹比率 0% で 136 cm, 針葉樹
比率 50% で 106 cm であった。
⑸　ギャップ面積と散乱光透過率 DSFの関係
　調査地内に顕著なギャップが存在した 12 地点について，
ギャップ面積と散乱光透過率 DSF の関係を図 8 に示す。
両者の間には正の相関関係がみとめられた。その直線回帰
















までで平均樹高が 3 m を超える調査地はなかった（図 3）。
既往の報告では，道央の天然林択伐後の樹下植栽木が林齢








































































































































































木の 9 年間の生残と成長．北方森林研究 61：95-96.




























































in previous studies  ;  the average height of planted trees did not exceed 3 m  in any stands aged ＜18 
years.  Generalized linear model (GLM) analysis showed that tree survival was affected by altitude, slope 
inclination, slope aspect, DSF, the proportion of conifers in the canopy layer, and the interaction between 
DSF and the proportion of conifers in the canopy layer.  This analysis also showed that average height 
was influenced by age, DSF, and the proportion of conifers in the canopy layer.  We applied these results 
to predict survival rates and average heights of trees as a function of DSF and the proportion of conifers 
in the canopy  layer.   The predicted survival rates decreased as DSF decreased, and the proportion of 
conifers in the canopy layer enhanced the decline in survival rates at DSF values ＜ca. 35%.  The GLM 
prediction also showed that average height would be higher in stands with higher DSF values and lower 
proportions of conifers in the canopy layer.  Based on these results and the relationship between DSF and 
gap size, we conclude that a canopy gap of at least 900 m2 may be desirable when Ezo spruce trees are 
planted beneath the canopy, especially in mixed stands where the proportion of evergreen conifers in the 
canopy layer is high and DSF is ＜ca. 35%.
Key words：Picea jezoensis, afforestation, survival, height growth, diffuse site factor
*
**
†
Department of Bioproduction, Faculty of Bioindustry, Tokyo University of Agriculture
Maeda Ippoen Foundation
Corresponding author (E-mail : kt204890@nodai.ac.jp)
